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1. はじめに 

筆者らは，コンクリート床スラブの品質改善を目的と

して，これまでに軟練りコンクリートにも適用可能な真

空脱水処理工法を提案 1)し，一連の実験によって，真空脱

水処理されたコンクリートの品質改善効果の把握および

そのメカニズムの解明を試みてきた。 
既報では，フレッシュモルタルおよびフレッシュコン

クリートに対して，土質工学で用いられる圧密理論 2),3)を

適用することによって，真空脱水処理による品質改善効

果を定量的に推定する手法を提案し，例証した 4),5)。また，

この推定手法の適用範囲の拡大を目的として，調合条件

や施工条件が，フレッシュモルタルおよびフレッシュコ

ンクリートの圧密挙動 6)（最終圧密量および圧密係数）お

よび内部の過剰間隙水圧分布 7)に及ぼす影響について検討

した。 
本研究では，フレッシュモルタルおよびフレッシュコ

ンクリートの圧密挙動 6)を把握する際に作製した試験体を

用いて，圧密処理された硬化後の

モルタルおよびコンクリート内部

の圧縮強度分布の評価を行う。本

報（その 1）では実験概要について，

次報では実験結果について報告す

る。 
 
2. 実験概要 
2.1 要因水準 

表-1 に実験の要因と水準を，表-

2 にモルタルおよびコンクリートの

調合表を示す。フレッシュコンク

リートの脱水特性は，加圧ブリー

ディング試験の結果よると，水セ

メント比，圧密圧力，単位粗骨材

量，高性能 AE 減水剤による粒子

の分散状態，水の粘性，単位水量

など，多くの要因の影響を受ける

と考えられている 8)。そこで本研

究では，一般的なモルタルの調合

をもとに，水セメント比，圧密圧

力，細骨材容積比，フロー値，圧

密開始時期および粗骨材最大寸法を実験の要因水準とし

た。 

2.2 実験方法 

図-1 に圧密試験装置を，図-2 に圧密処理時の試験体周

囲の拡大図を示す。φ150×255mm の鋼製の型枠に，試料

を高さ 180mm まで打設し，所定の圧密圧力を加えた。載

水準

水セメント比 (%) 35 , 50 , 65

圧密圧力 (MPa) 0.05 , 0.10 , 0.15

細骨材容積比 0.45 , 0.50 , 0.55

フロー値 (mm) 180 , 220 , 260

圧密開始時期 打設直後 , ブリーディング終了時*

要因

モルタル

[註]下線は基本水準を示す。
　　　* 打設後190分（ブリーディング試験は，JIS A 1123に準拠）

コンクリート
粗骨材最大寸法

(mm)
13 , 20

表-1 実験の要因水準 

間隙比

35 0.50 220 227 648 1295 0.42 0.84 0.0005 0 216.4 6.8

0.45 220 295 590 1166 0.57 0 0.0090 0 213.4 5.6

180 0 0.0100 0 184.5 5.8

220 265 529 1295 0.50 0.60 0.0060 0 219.9 5.8

260 0.63 0.0080 0 252.4 6.7

0.55 220 234 468 1425 0.43 1.00 0.0020 0.001 214.4 6.0

65 0.50 220 291 447 1295 0.56 0 0.0120 0 213.9 3.9

[註] W/C：水セメント比，s/m：細骨材容積比，FL：フロー値，Air：空気量，W：水，C：セメント，S：細骨材，e：間隙
      比，Vv：液相および気相の体積，Vs：固相の体積，Vv：液相および気相の体積，Vs：固相の体積，SP：高性

      能AE減水剤，AE：空気連行剤，AF：消泡剤

FL
(mm)

Air
(%)

6.850 0.50

FL
(mm)

S

W/C
(%)

s/m

実測値混和剤添加率（%）

e=Vv/Vs SP/C AE/C AF/C

目標値 単位量(kg/m3)

Air
(%)

W C

表-2 調合表

（a）モルタル 

間隙比

13 0.85 0.001 0.002 16.0 3.8

20 0.60 0.001 0.002 18.5 5.2

SL
(cm)

8874.5 176 353 863

[註] W/C：水セメント比，s/a：細骨材率，s/m：細骨材容積比，Gmax：粗骨材最大寸法，SL：スランプ，Air：空気

     量，W：水，C：セメント，S：細骨材，G：粗骨材，e：間隙比，Vv：液相および気相の体積，Vs：固相の体積，

     SP：高性能AE減水剤，AE：空気連行剤，AF：消泡剤

混和剤添加率（%）

e=Vv/Vs

0.28

SP/C

目標値 単位量(kg/m3)

S
SL

(cm)

実測値

AE/C
Air
(%)

AF/C

50 50 0.50 18.0

W/C
(%)

s/a
(%)

s/m
Gmax

(mm) G
Air
(%)

W C

（b）コンクリート 
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荷時の透水面は，試

料表面にろ過マット

を敷いて上面のみの

片面透水とした。硬

化後の試料は，材齢 1
日で脱型後，水中養

生とし，材齢 14～21
日に，φ50×180mm
のコア試験体を採取

した。コア試験体は，

カットおよび研磨に

よって，φ50×50mm
の試験体に整形した

（図-3 参照）。整形後

の試験体は，水中養

生とした。 
2.3 測定項目 
（1）最終脱水量 

最終脱水量は，加

圧蓋内に溜まる排水

をスポイトで採取し

た合計量から固形分

量を差し引いて補正

したものとした。ま

た，最終脱水量を試

験体中の使用水量で

除したものの百分率を脱水率と定義した。なお，ブリー

ディング終了時から圧密を開始した試験体の最終脱水量

および単位水量は，ブリーディング量を差し引いている。 
（2）圧縮強度 

圧縮強度は，材齢 27 日に，試験体（φ50×50mm）を

水中から取り出した後，気温 20℃，湿度 60%の恒温恒湿

槽内に静置し，材齢 28 日に圧縮試験を行うことにより求

めた。 
 
3. まとめ 
本報（その 1）では実験概要について報告した。実験結

果については，次報で報告する。 
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図-1 圧密試験装置 

図-3 試験体概要 図-2 圧密処理時の試験体周囲の拡大図
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